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 2月の初旬は校内なわ跳び大会の週間 

でした。2学期の中距離走記録会の時と 

同じく１・６年、２・５年、３・４年が 

ペアになり、体育の授業時間を利用して 

記録をとりました。これまで体育の時間 

や Go! Go! つばきッズの時間に練習して 

きた成果を生かせるよう取り組みました。 

 各学年の成績上位者は後日表彰します。 

2/10(月)５・６年生 スキー学習会 
先月 24日から急きょ変更となり改めて実施したスキー学習会でした。数 

日前からの大雪も当日はピークを過ぎており、行き帰りのバスも難なく運行 

し、予定の時間どおりシーサイドバレースキー場で思い切りスキーを楽しん 

でくることができました（学校ＨＰもご覧ください）。私も引率しました。 

ありがたいなと思ったのは、どの班も全員プロのインストラクターさんに 

指導していただけたということです（個人的に、これまでの勤務校では保護 

者や地域の方にボランティアで指導していただくことがほとんどでした）。 

今回、初級グループも上級グループもプロの方（「糸魚川スキー学校」のインストラクター5名）に的確

に教えていただくことで、わずか 1日でもかなり効果的な学習ができたと 

実感しました。ちなみに指導料は、黒部市からの補助（豊かな体験活動の 

ために使えるお金を各校にいただいています）のほか、ＰＴＡからも出し 

ていただきました。ありがとうございます。 

 さて、どのスポーツでもそうですが、ス 

キーも慣れないうちはよく転んだり、板が 

外れてパニックになったりと、本人にとっ 

てそれはそれは情けないやら恥ずかしいや 

らの連続です。それでも、めげずに先生の 

話をよく聞き、少しずつ練習をしていくう 

ちにコツがつかめていくというものです。 

また、「もう無理！」と投げやりな気 

持ちになっても、せめて自分のスキー 

板を持って歩いて下りることだけはし 

なくてはいけません。ジレンマと闘い 

ながら、なんとか頑張っている子供た 

ちもいました。一人一人がいい勉強を 

したスキー学習会だったと思います。 
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不審者が学校に侵入したら…  

13日（木）に不審者対応の避難訓練を行いました。黒部警察署の警察官さんに 

不審者役をお願いし、学校に不審者が侵入した際に確実に児童を避難させる方法に 

ついて訓練しました。今回は全校児童が体育館に避難完了し、不審者は学校からの 

             通報を受けて駆けつけた警察官に身柄を確保され、訓 

練が終了しました（児童は身柄確保の様子は見ていません）。 

 警察の方からは、児童向けには避難時の「おはし」、 

不審者対応の「いかのおすし」の再確認を、また教職 

員向けには不審者への初期対応の方法（2人以上で、 

何らかの防具を持って）や通報の方法（携帯から、様 

子を確認し続けながら）等を教えていただきました。 

              臨場感があり、学校として学びの多かった訓練でした。 

シリーズ「教室におじゃまします」２月 12日（水）２年国語科の巻 
 「ようすをあらわす言い方をつかって文を書こう」の学習の最後の時間でした。 

教科書には、いろいろな文が思いつきそうな３種類の絵が描かれていました。 

           廣瀬先生はこれまでの学習を振り返り、①どのくらいか 

          （例．「いっぱい」）、②ことばのひびき（例．「ザーザー」）、 

          ③たとえ（「～のように」「～みたいに」）といった様子の表 

し方を黒板に書きました。今回はこれを使って各自で文を 

を考えるのです。 

 隣の席の子同士で教え合ったり、先生やスタディ 

メイトさんにヒントをもらったりしながら、それぞ 

れノートに書き始めました。中には友達と同じ文だ 

と気が済まず、書きかけた文を消して別の表現を考 

えようとする子もいました。「今日のオムライスは山 

のように大きい」ではなく「～ふじ山のように大き 

い」等々。わずかなことですが、「真似をしたのでは 

ないよ！」というその子なりのプライドを感じます。 

 ほかにも「ねこがすやすやねている」、 

「スターのステージはたいようのように明 

るい」など、いろいろと工夫した文が出そ 

ろいました。学習を振り返り、「いろいろ 

な様子の表し方が分かってよかった」と感 

想を発表する子もいました。これまで学習 

してきたノートを提出して、学習が終わり 

ました。 

 

 

＜おまけのひとりごと＞私は見てのとおり運動は全般的に得意ではなく、スキーも学習会があればその時に同行する程度なので、
年々下手になっている気がします。ああそれなのに、今回「写真を撮るために」と、スタート時に上級班の子供たちと一緒にリフト
に乗ったのが運のつき。しばらくその班といっしょに滑ることになりました。最初のうちはボロが出なかったのですが、そのうちに
「実力」を発揮し、なんということもないはずの場所でバランスを崩して倒れること数回。スピードが出ていないのでケガもしない
のですが、インストラクターさんには「校長先生、大丈夫ですか？」と心配されてしまいました、フフフ。はい本当に大丈夫です！ 


